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春
　
の
　
部

　
我
々
は
最
後
の
花
を
肺
る
べ
き
學
年
と
な
っ
た
・

瓦
等
の
・
胴
に
は
先
輩
諸
兄
の
築
き
残
さ
れ
た
る
輝
し

き
偉
業
を
受
け
つ
い
で
、
母
校
の
恰
・
に
、
先
輩
の
侭

に
、
叉
我
々
の
恰
に
祭
冠
を
勝
ち
得
ん
と
若
き
血
汐

の
躍
る
に
任
せ
て
、
打
倒
秋
・
工
、
目
指
す
は
甲
子
園
へ

と
、
我
々
ラ
グ
ビ
ー
部
は
日
長
き
春
の
午
後
を
一
瞬

の
無
駄
な
く
、
陽
西
山
に
沈
む
迄
、
公
園
の
グ
ラ
ン

ド
に
於
て
、
汗
み
ど
ろ
な
猛
練
習
が
績
け
ら
れ
た
。

　
血
涙
を
共
に
せ
し
、
吾
が
ラ
ガ
ー
を
次
に
紹
・
介
す

る
．
Ｆ
Ｗ
は
昨
年
と
同
じ
堅
き
前
衛
で
あ
る
・

　
た
？
フ
ツ
カ
ー
に
新
人
の
中
野
・
、
中
村
両
肘
・
を
も

っ
て
、
名
セ
ン
タ
ー
の
工
藤
君
を
良
く
扶
助
し
、
第
一

線
を
堅
め
て
居
る
。
次
に
セ
カ
ｙ
ド
ロ
ー
は
瓦
大
に

し
て
、
試
合
な
れ
し
た
る
智
能
と
戦
力
を
有
す
る
主

許
の
佐
々
木
肘
と
、
陽
引
で
頑
張
家
の
諸
。
田
君
と
に

依
っ
て
満
足
さ
れ
て
居
る
。
バ
ッ
ク
ロ
ー
ー
も
昨
年
よ

ｎ
’
の
選
手
で
細
論
積
ま
れ
、
皿
っ
替
の
さ
ば
き
巧
な

竹
花
君
及
長
距
離
泡
手
の
阿
部
・
君
を
迎
へ
て
居
る
。

　
Ｈ
Ｅ
の
ス
ク
ラ
ム
ぶ
Ｉ
フ
は
勇
敢
巧
妙
な
・
る
畝
‐
　
　
１
灯

君
。
ど
、
。
敏
建
な
藤
村
君
ヽ
と
に
依
っ
て
成
っ
て
る
。

　
ス
タ
ン
ド
オ
フ
の
菅
野
君
は
機
敏
で
精
巧
な
動
作

の
持
主
で
あ
る
・

　
Ｔ
Ｅ
は
昨
年
来
の
選
手
で
あ
・
り
、
叉
短
距
離
箆
手

の
焉
洋
及
川
村
雨
対
を
迎
・
へ
、
そ
れ
に
次
ぐ
四
年
の

若
山
相
田
の
両
君
の
妙
技
快
足
を
有
し
て
、
バ
ッ
ク

ラ
イ
ン
を
・
堅
囚
な
ら
し
め
て
居
る
。

　
最
後
の
・
Ｆ
Ｂ
の
中
島
君
は
甦
躯
瓦
穴
。
に
し
て
且
つ

快
足
長
躯
の
主
で
、
そ
の
上
怪
力
の
所
有
者
で
あ
る

か
ら
ラ
ー
ガ
ー
ー
と
し
て
申
し
分
が
な
い
。

　
此
の
メ
ン
バ
ー
を
持
っ
て
し
た
な
・
ら
ぱ
、
我
等
に

向
ふ
敵
な
し
と
信
ず
る
所
で
あ
る
。

　
然
し
な
が
ら
、
こ
ｋ
に
春
の
部
と
し
て
甚
だ
澄
恬
・

た
の
は
・
、
對
土
岐
。
戮
に
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
不
畳
を
と
。
っ

た
こ
と
・
で
あ
・
っ
た
。
吾
々
は
土
岐
に
敗
れ
た
。
然
し

五
年
生
は
試
合
宿
日
即
ち
六
月
十
四
日
迄
檀
け
ら
れ

た
所
の
工
兵
第
八
聯
隊
の
兵
曹
生
活
の
あ
の
猛
烈
な

る
散
紬
で
、
疲
原
し
て
居
た
款
も
あ
っ
た
こ
と
を
我

々
は
知
ら
ー
ね
ば
な
ら
な
い
。
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岩
中
先
蹴
で
開
始
さ
れ
、
猛
烈
た
る
敵
の
攻
撃
を

キ
ッ
ク
に
依
っ
て
保
ち
、
常
に
敵
に
お
さ
れ
脳
で
。

二
十
分
、
自
陣
ゴ
ー
ル
直
前
迄
包
は
れ
左
の
ラ
イ
ン

ア
ウ
ト
よ
り
直
ち
に
ル
ー
ズ
と
な
り
、
球
土
岐
へ
出

て
、
Ｔ
お
の
越
後
谷
拾
ひ
掲
走
し
て
ポ
ス
ト
直
下
に

飛
び
込
ん
で
ト
ラ
イ
、
ゴ
ー
ル
成
る
。
（
土
俗
ぶ

０

岩
中
）

非
常
な
る
疲
努
の
総
、
防
禦
の
形
に
出
る
。

吸
引
に
右
隅
に
ト
ラ
イ
、
ゴ
ー
ル
成
ら
ず
８

'
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ﾄ･十
五
分
、

ぐ
。
（
土
岐
1
1

‐
Ｏ
岩
中
）

Ｈ
Ｂ
の
藤
村
拾
ひ
菅
野
君
に
渡
れ
ぱ
、
カ
ッ
テ
ン
グ

も
鮮
か
に
稿
走
し
、
右
隅
に
飛
び
込
ん
で
岩
中
最
初

の
Ｉ
ト
ラ
イ
を
琲
ぐ
・
（
土
岐
1
1

で
右
ヘ
ト
ラ
イ
。
（
土
岐
１
１

の
が
れ
、
Ｆ
Ｂ
の
タ

り
込
ん
で
ト
ラ
イ
。

両
軍
メ
ン
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知
っ
た
。
・

父
我
々
十
五
名
に
如
何
に
大
き
な
刺
戟
を
揖
く
て
災

れ
た
が
、
此
の
楕
會
を
失
せ
ざ
る
桂
一
冊
の
自
重
と

食
間
が
約
さ
れ
た
こ
と
ゝ
思
ふ
。
大
望
を
胸
に
い
だ

い
て
い
よ
ノ
＼
ヽ
研
究
す
る
晴
朗
に
人
つ
た
の
だ
。
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に
じ
み
ぬ
先
輩
の
涙
と
汗
の
乾
か
ぬ
日
読
小
學
校

に
於
て
二
十
七
日
よ
り
一
週
間
、
吾
に
は
地
獄
の
穴

を
く
ざ
り
や
う
な
、
そ
し
て
あ
の
炎
熱
の
し
れ
り
殺

れ
る
や
う
な
太
陽
の
下
に
て
汗
み
ど
ろ
の
練
習
を

し
た
。
叉
さ
う
か
と
思
へ
ぱ
ざ
あ
く
雨
の
降
る
中

を
先
輩
の
厖
史
を
き
づ
つ
け
ま
い
と
、
そ
し
て
条
あ

る
甲
子
園
を
目
指
し
て
の
猛
練
習
を
な
し
た
の
だ
。

兄
よ
り
も
親
し
み
を
も
つ
た
尊
敬
し
て
ゐ
る
戸
島
先

生
に
Ｊ
Ｉ
チ
し
て
戴
い
て
、
秋
序
あ
る
正
し
い
気
持

の
よ
い
練
習
を
な
し
た
。

　
春
に
は
上
洛
工
場
に
１
‐
戦
し
て
敗
怜
の
身
と
な
り

し
過
ぎ
し
春
は
、
水
の
泡
と
消
え
し
秋
の
盛
中
定
期

戦
、
秋
田
鎖
専
に
伺
へ
る
べ
き
臥
薪
脊
朧
そ
の
も
の

九
祀
習
を
な
し
た
が
、
認
に
哨
の
檜
舞
亮
に
出
梅
す

る
時
は
自
信
も
出
来
、
優
勝
の
二
字
が
吾
々
を
喜
び

十
九
分
、
岩
中
Ｆ
Ｗ
マ
ス
ド
リ
プ
ル
し
て
敵
陣
二
十

五
ヤ
ー
ド
附
近
ま
で
突
勁
、
球
は
直
ち
に
Ｈ
Ｂ
の
藤

村
君
に
よ
っ
て
巧
に
右
へ
、
相
田
君
ゴ
ー
ル
前
迄
突

窓
大
き
く
菅
野
君
に
パ
ス
。
其
の
場
よ
り
飛
び
込
ん

６
岩
中
）

若
菅
川
瀧
　
中

ぐ
・
！
く
ｌ
ｔ

廿
五
分
、
岩
中
Ｆ
Ｗ
ド
リ
ア
ル
に
て
江
む
も
、
惜
し
い

所
で
防
が
れ
、
繰
返
す
中
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
と
な
る
。

後
牛

八
分
、
自
陣
二
十
五
ヤ
ー
ド
左
に
攻
め
ら
れ
タ
．
’
Ｉ
ト

の
球
敵
の
Ｔ
Ｂ
は
左
ヘ
パ
ス
ウ
ヰ
ン
グ
ま
で
渡
っ
て

０

訟
す
所
数
分
、
敵
に
大
き
な
ド
リ
ア
ル
で
勁
み
、
自

陣
二
十
五
ヤ
ー
ド
附
近
で
苦
戦
。
終
に
ゴ
ー
ル
前
の

々
’
イ
ト
ょ
り
球
右
Ｔ
Ｂ
こ
ハ
ス
さ
れ
、
タ
ツ
チ
ラ
イ
　
　
ふ
ｄ

ン
と
す
れ
ぐ
に
岩
中
Ｔ
Ｂ
の
タ
ッ
ク
ル
を
巧
み
に

ツ
ク
ル
も
効
な
く
猛
然
と
す
べ

（
上
喧
1
4
‐
―
－
６
岩
中
）

村
野
藤
田
木
部
花
　
信
村
田
　
山
野
村
洋
　
島

jn
藤

日
Ｈ

・
・
ｆ
や
Ｉ

Ｓ

‐
’
ｌ

　
　
Ｉ

　
　
Ｉ

ｔ

穴
ぺ
敵
陣
二
十
五
ヤ
ー
ド
迄
這
ひ
返
し
た
が
、

再
三
の
タ
ッ
チ
で
・
も
り
返
さ
る
、
し
ぱ
く
中
島
君

力
走
す
。

岩
中
陣
前
の
・
ラ
イ
ン
ア
ウ
ト
の
球
を
土
岐

靫
っ
て
Ｆ
Ｗ
の
密
集
物
凄
く
ス
ク
ラ
ム
ト
ラ
イ
を
雁
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沼
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佐
　
後

今
宇
坪
越
中
四
知
　
赤
高
温

此
の
一
哉
に
於
て
日
常
の
努
力
の
不
充
分
な
る
を
　
　
迎
へ
て
く
れ
る
や
う
に
思
は
れ
た
。

十
七
分
、
Ｆ
Ｗ
の
マ
ス
ド
リ
ア
ル
に
依
っ
て
敵
陣
二

十
五
ヤ
ー
ド
附
近
へ
攻
め
哲
時
混
戦
、
ル
ー
ズ
の
球



そ
れ
に
畳
々
の
練
習
は
斯
の
如
く
に
決
め
て
練
習

を
な
し
た
の
だ
。

午
前
六
時
起
床
―
一
一
七
時
朝
食

れ
る
。
叙
か
ら
汗
は
雨
の
猛
ｋ
流
れ
、
顎
か
ら
俸
つ
て

俎
上
に
落
ち
る
、
で
も
一
寸
の
暇
な
ど
は
仝
々
な
く

九
時
よ
ｕ
’
十
　
　
次
か
ら
次
へ
と
練
習
、
心
臓
り
鼓
動
は
激
し
く
唸
る
。

で
も
ぷ
つ
つ
づ
け
夢
中
で
精
圓
形
の
ポ
ー
ル
を
見
つ

め
て
の
練
習
、
時
間
は
一
刻
々
々
と
延
ぎ
て
い
く
。

　
さ
う
し
て
ゐ
る
う
ち
に
、
吉
城
‥
で
も
あ
つ
た
か
の

子
守
唄
の
如
く
聞
へ
、
あ
た
り
は
天
國
へ
と
走
っ
て

行
く
の
だ
。
ま
る
で
齢
に
な
り
た
？
養
鶏
塩
ゐ
近
く

の
工
場
の
女
の
唄
脛
・
が
微
か
に
聞
え
る
だ
け
だ
。
眠

り
ゐ
る
彼
等
は
疾
雷
す
る
も
の
、
夢
見
て
微
笑
す
る

も
の
、
捺
々
だ
。
微
笑
し
て
ゐ
る
も
の
は
、
親
か
ら

金
を
叙
い
た
夢
を
見
た
の
か
、
又
飛
び
上
る
や
う
な

如
く
、
嬉
し
い
練
習
や
め
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
の
昔
は
、
我
　
　
嬉
し
い
夢
を
見
た
か
？
　
か
く
し
て
将
棋
の
仲
間
だ

々
の
耳
に
舗
は
リ
雪
空
高
く
智
き
渡
る
、
用
意
し
て
　
　
ら
う
「
好
し
。
≒
し
ま
っ
た
。
≒
今
度
は
俺
だ
ご
な
ど

く
れ
た
水
桶
に
其
の
時
初
め
て
水
に
咽
喉
を
し
た
し
　
　
｡
‘
4

z
'
4
4
4
4
g
る
。

「
目
路
の
水
は
う
ま
い
」
と
の
昴
は
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に

起
り
、
大
き
な
手
杓
で
一
杯
二
柘
―
五
六
杯
は
普
通

だ
。
こ
れ
・
で
宿
所
迄
の
空
阻
を
満
し
て
行
く
の
だ
。

皆
は
今
迄
？
賛
否
の
色
は
消
・
こ
元
気
百
倍
、
揃
っ

て
合
宿
所
に
帰
る
。

　
盗
食
Ｍ
な
ん
と
美
味
し
い
だ
ら
う
、
感
心
し
な
が

ら
鉢
の
愛
代
へ
を
す
る
こ
そ
、
苦
し
き
こ
と
に
耐
へ

心
棒
強
く
、
御
飯
と
き
て
は
暑
中
五
六
杯
を
た
い
ら

げ
る
と
い
ふ
岩
中
ラ
ガ
ー
の
元
気
よ
。

　
三
十
分
位
し
て
や
っ
と
衣
食
も
漸
次
済
み
、
室
に

宸
こ
ろ
ん
で
詩
吟
を
吟
ず
る
も
の
、
将
棋
を
さ
し
て

ゐ
る
も
の
、
本
を
蹟
ん
で
ゐ
る
者
、
・
！
る
で
お
祭
り

4
4
G
｡
4
:
6

a
＆
’
￥
4
!
a
’
し
ぱ
ら
く
し
て
請
書
、
詩

吟
を
吟
ず
る
昼
・
は
あ
た
り
に
・
疑
こ
ろ
ん
で
ゐ
る
人
の

　
さ
う
し
て
ゐ
る
う
ち
に
午
後
の
二
時
半
も
ま
た
ｘ

く
間
に
来
て
し
ま
ふ
・
恨
め
し
い
ホ
イ
ッ
ス
ル
の
嵐

の
？
う
な
昔
に
天
国
の
夢
は
破
れ
、
起
き
上
が
ら
う

と
し
て
屯
気
ば
か
り
だ
、
ど
う
か
こ
う
か
し
て
起
き

て
準
帽
す
。
こ
れ
か
ら
三
時
間
半
の
練
習
か
と
皆
気

力
の
・
哀
へ
た
や
う
な
操
子
は
少
し
も
見
え
な
い
。
こ

れ
か
ら
三
時
間
半
は
な
ん
で
も
な
い
、
四
時
間
五
時

同
位
大
丈
夫
だ
と
、
皆
夢
中
で
一
分
と
い
へ
ど
も
惜

し
い
や
う
に
、
タ
ッ
ク
ル
、
セ
ー
ピ
ン
グ
、
バ
ス
と
次

か
ら
次
へ
、
気
持
の
よ
く
や
つ
て
の
け
る
。
縁
白
の

ュ
ー
ー
ホ
ー
ム
は
グ
ラ
ン
ド
色
に
化
し
て
し
ま
ひ
、
汗

と
土
と
で
大
盛
重
く
な
る
。
で
も
か
ま
っ
て
ゐ
る
暇

が
な
い
。
唯
々
練
習
す
る
の
み
だ
。
さ
う
し
て
ゐ
る

う
ち
に
六
時
迄
の
練
習
は
節
り
と
な
っ
て
し
ま
ふ
。

二
時
迄
練
習
、
十
二
時
半
奎
食
午
後
二
時
三
十
分
よ

り
六
時
迄
練
習
、
六
時
三
十
分
夕
食
、
九
時
滸
燈
午

前
五
時
頃
に
な
る
と
隣
の
養
鶏
場
よ
り
の
「
時
の
憚
」

で
日
を
さ
ま
し
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
の
一
脈
で
。
汗
々
は
呉

誉
生
活
の
や
う
に
ス
ッ
ク
と
起
き
上
る
。
が
二
日
三

日
と
た
つ
う
ち
に
、
剪
中
が
痛
く
て
多
く
に
も
容
易

で
な
い
。
痛
い
な
あ
、
苦
し
い
な
あ
な
ど
ｉ
毎
日
起
き

る
度
の
脈
は
、
日
課
の
復
習
の
や
う
に
思
は
れ
、
洗
面

し
て
食
事
、
八
時
牛
頃
よ
り
仕
度
し
て
九
時
ホ
イ
ッ

ス
ル
の
一
混
・
に
て
節
亙
逗
か
ら
ぬ
口
語
小
亭
校
へ
駈

足
。
並
居
る
両
側
の
家
に
り
ぐ
入
バ
イ
ク
の
イ
ボ
の

地
上
に
打
つ
晋
は
底
力
が
あ
り
、
「
岩
中
強
し
。
」
と
云

は
ん
ぱ
か
り
に
響
い
て
気
持
よ
く
足
並
揃
へ
て
匙
む

ラ
グ
ビ
ー
部
員
は
小
學
校
に
向
ふ
の
で
あ
る
、
着
く

と
直
ぐ
三
時
間
の
練
習
だ
。
其
の
頃
に
は
も
う
小
亭

校
グ
ラ
ン
ド
を
一
杯
太
陽
が
照
り
つ
け
、
熱
い
酷
暑

が
陥
計
に
五
‥
々
を
し
て
疲
房
さ
ゼ
る
。
そ
れ
に
練
習

中
は
絶
対
に
水
は
飲
め
ぬ
の
だ
、
で
も
皆
終
始
緊
張

の
中
に
三
時
間
、
気
も
張
り
切
つ
て
ゐ
る
。
元
気
よ
く

走
ｎ
’
、
飛
び
蹴
る
、
す
る
と
普
中
汗
で
び
つ
し
よ
り
濡
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．
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、
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．
一

Ｆ
一
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ｎ
－
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－
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、
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Ｈ
べ
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岩
中
の
佐
々
木
の
キ
ソ
ク
オ
フ
に
依
っ
て
開
始
さ

れ
、
五
分
限
調
子
が
出
ず
、
岩
中
陣
ゴ
ー
ル
前
に
て
激

戦
苦
戦
溺
時
危
除
吠
急
に
な
る
。
盛
中
咆
援
固
り
罵

腔
愈
々
盛
ん
と
な
る
。
然
し
ゴ
ー
ル
前
の
タ
イ
ト
ス

ク
ラ
ム
よ
り
・
球
は
岩
中
の
・
Ｆ
Ｂ
を
右
ヘ
ウ
ヰ
ン
グ
迄

パ
ス
さ
れ
敵
の
Ｔ
Ｂ
に
依
っ
て
右
タ
ッ
チ
外
に
押
し

出
さ
れ
る
、
此
の
時
よ
り
岩
中
軍
の
フ
エ
フ
テ
ー
ン

は
調
子
表
れ
・
、
ぐ
ん
／
～
敵
陣
の
左
タ
ツ
テ
ヘ

－
－
―

叩
し

攻
む
。
ラ
イ
ン
ア
ウ
ト
四
五
回
繰
り
返
す
度
毎
に
段

々
敵
ゴ
Ｆ
ル
に
近
づ
く
。
終
に
右
ゴ
ー
ル
前
に
せ
ま

る
。
賞
に
惑
戦
激
戦
を
続
け
る
。
9
‐
に
キ
ヤ
リ
ー
バ
ッ

タ
と
な
る
。
節
す
所
の
タ
イ
ム
、
ナ
七
・
八
分
と
な
る
。

　
然
し
両
軍
依
然
と
し
て
ノ
ー
ト
ラ
イ
。
一
泡
一
巡
。

セ
ー
ピ
ン
グ
に
て
一
時
喰
ひ
止
め
ら
る
。
激
戦
・
ｍ
・
の
　
　
終
に
押
さ
れ
盛
中
の
バ
ツ
ク
ロ
ー
の
駒
嶺
に
依
っ
て

球
は
岩
中
の
バ
ッ
ク
ー
フ
イ
ン
左
ヘ
パ
ス
さ
れ
、
敵
陣
　
　
ト
ラ
イ
さ
る
・
ゴ
ー
ル
な
ら
ず
。
C
'
Q

‐
･
‐
‐C
‘
‐
7
　
の
同
陥

二
十
五
ヤ
ー
ド
附
近
の
左
タ
ッ
チ
の
ラ
イ
ン
ア
ウ
ト
　
　
と
な
っ
て
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
と
な
る
。

迄
涯
ぱ
れ
る
。
再
び
球
は
岩
中
へ
渡
り
敵
ゴ
ー
ル
目
　
　
雨
は
依
然
と
し
て
止
ま
ず
。

諾
て
突
進
す
る
好
機
會
な
り
然
し
敵
も
さ
る
も
？
胚
　
　
役
牛
、

に
キ
ャ
リ
バ
ッ
ク
と
す
る
。
然
し
再
び
直
ぐ
に
ゴ
ー
　
　
　
盛
中
の
キ
ッ
ク
岩
中
軍
猛
烈
な
勢
で
一
息
に
敵
陣

ル
前
右
タ
ッ
チ
で
二
度
ラ
イ
ン
ア
ウ
ト
の
後
、
ゴ
ー
　
　
二
十
五
ヤ
ー
ド
附
近
迄
攻
め
、
Ｆ
Ｗ
‥
の
ド
リ
ブ
ル
の

ル
に
せ
ま
る
。
ス
ク
ラ
ム
を
命
ぜ
ら
る
ズ
‥
が
Ｆ
Ｗ
敵
　
　
微
瑕
右
ゴ
ー
ル
突
入
。
然
し
ド
ロ
ッ
7
1
ア
ウ
ト
と
な

Ｆ
Ｗ
の
力
を
越
え
球
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
迄
涯
ば
れ
る
。
　
　
る
。
然
し
そ
れ
に
屈
せ
ず
、
チ
ャ
ン
ス
を
狙
ふ
。

そ
れ
を
Ｈ
Ｂ
の
藤
村
が
披
ひ
込
ん
で
殺
・
伺
の
Ｉ
ト
ラ
　
　
　
盛
中
軍
の
勢
は
我
軍
の
勢
の
上
を
越
え
て
十
分
後

イ
を
皐
ぐ
。
ゴ
ー
ル
な
ら
ず
、
３
－
‐
‐
ｏ
と
・
な
る
。
　
　
敵
に
校
倉
を
狙
は
れ
、
そ
れ
も
ド
ロ
ツ
プ
ア
ウ
ト
で

　
飽
す
所
猷
分
盛
中
軍
の
キ
ッ
ク
オ
フ
で
始
ま
る
。
　
　
返
す
。
然
し
キ
ッ
ク
は
雨
と
氾
で
十
二
分
に
出
来
ず
。

雨
軍
の
こ
Ｉ
ホ
ー
ム
は
泥
で
見
分
け
が
っ
か
ず
、
敵
　
　
　
十
八
分
後
い
Ｉ
フ
ラ
イ
ン
附
近
の
左
ラ
イ
ン
ア
ウ

も
さ
る
も
り
Ｉ
ト
ラ
イ
を
返
さ
ん
が
誌
に
、
死
ぬ
も
　
　
卜
よ
り
、
球
は
岩
中
へ
、
賓
に
激
戦
苫
戦
後
左
ゴ
ー

の
ぐ
る
ひ
で
猛
迎
す
る
。
こ
れ
に
は
岩
中
軍
も
だ
ぢ

ダ
ン
ダ
ラ
の
。
ニ
フ
オ
ー
ム
は
色
を
無
く
し
泥
水
で
　
　
く
に
押
さ
れ
、
キ
ヤ
リ
バ
ッ
ク
に
依
っ
て
ハ
ー
フ

重
く
な
る
。
敵
陣
二
十
五
ヤ
ー
ド
附
近
で
混
戦
球
は
　
　
ラ
イ
ン
ヘ
押
し
返
す
、
然
し
叉
飢
基
な
る
大
き
な
ド

ル
前
の
ス
ク
ラ
ム
よ
り
球
岩
中
の
Ｈ
Ｂ
に
依
っ
て
右

の
オ
ー
プ
ン
ヘ
、
カ
ッ
テ
ン
グ
敵
の
タ
ッ
ク
ル
を
蝸

し
瀧
渾
、
川
村
、
和
田
と
パ
ス
最
後
の
若
山
に
ハ
ハ
ス

盛
中
軍
に
持
た
れ
岩
中
軍
押
さ
れ
気
味
と
な
り
、
我
　
　
リ
ア
ル
で
我
が
陣
二
十
五
ヤ
ー
ド
左
タ
ッ
チ
？
フ
イ
　
　
さ
れ
・
る
や
否
や
若
山
猛
烈
な
力
で
飛
び
込
ん
で
ト
ラ

が
陣
廿
五
ヤ
ー
ド
附
近
で
ス
グ
ラ
ム
を
除
じ
ら
れ
、
　
　
ン
ア
ウ
ト
迄
迎
む
。
岩
中
軍
押
き
れ
無
味
と
な
る
・
　
　
イ
、
ゴ
ー
ル
な
ら
ず
。

氾
・
球
は
敵
り
ク
ォ
ー
タ
ー
を
右
ヘ
ウ
ヰ
ｙ
グ
迄
の
バ

ス
、
ゴ
ー
ル
直
前
迄
突
勁
し
終
右
タ
ツ
テ
ヘ
押
し
涜

し
て
ラ
イ
ン
ア
ウ
ト
と
な
る
。

　
陥
す
タ
イ
ム
十
分
た
ら
ず
、
ラ
イ
ン
ア
ウ
ト
よ
Ｕ
ｙ

十
ヤ
ー
ド
附
近
迄
猛
烈
に
突
迎
す
、
敵
の
・
勇
猛
な
る

其
の
塩
で
タ
イ
ト
ス
ク
ラ
ム
を
兪
・
ぜ
ら
れ
、
球
は
盛
　
　
６

中
の
Ｈ
お
に
入
り
ゴ
ー
ル
ヘ
驀
迦
。
水
煙
が
上
る
。

猛
烈
な
る
ド
Ｗ
の
タ
ッ
ク
ル
で
あ
る
。

　
齢
に
ゴ
ー
ル
前
の
ス
ク
ラ
ム
と
な
る
ゴ
ー
ル

ら
日
．
’

s
l
!
!
1
r
Z

３
と
岩
中
隠
然
リ
ー
ド
す
る
。

　
盛
中
軍
憤
然
と
し
て
ト
ラ
イ
を
試
み
ん
と
し
て
、

非
常
な
る
勢
で
葛
迎
す
。
岩
中
次
・
第
々
々
に
枇
去
り

し
て
終
に
ゴ
ー
ル
前
の
タ
イ
ト
ス
ク
ー
フ
ム
を
命
ぜ
ら

は
雨
で
コ
ン
ダ
シ
ョ
ン
悪
く
ス
パ
イ
ク
不
能
と
な
り
　
　
る
。



ｆ
府
中
軍
の
フ
イ
フ
テ
ー
ン
は
必
死
と
た
っ
て
守
る

そ
れ
に
對
す
る
盛
中
軍
も
必
死
の
攻
撃
だ
。
両
軍
必

死
の
勢
、
賞
に
熱
戦
で
あ
る
、
雨
軍
の
Ｆ
Ｗ
は
角
と

角
と
を
・
か
っ
ち
と
組
ん
だ
闘
牛
の
如
く
互
に
一
歩
も

誼
ら
ず
。

　
前
後
二
回
づ
ｘ
タ
イ
ト
ス
ク
ラ
ム
を
な
ぜ
ら
る
。

も
し
岩
中
の
Ｆ
Ｗ
が
挫
か
れ
た
ら
？

　
瓢
衆
、
座
長
團
手
に
汗
を
握
り
傘
よ
り
雨
の
中
へ

飛
び
出
る
。
終
ド
ロ
ッ
プ
キ
ッ
ク
の
一
蹴
で
危
腹
帯

を
除
す
、
一
退
す
れ
・
ぱ
Ｉ
泡
す
。
再
び
二
十
五
ヤ
ー

ド
附
近
の
ラ
イ
ン
ア
ウ
ト
迄
混
む
。
残
念
に
も
主
審

の
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
の
笛
、
雨
の
中
に
仰
き
渡
る
。

６
・
　
Ｉ
・

中
１
１
１ｌＩ回仙

３
の
詣
で
我
が
軍
の
主
将
の
泥
の
こ
Ｉ
ホ
ー

Ｉ
Ｉ
Ｌ

　
　
　
　
秋
田
鏑
山
専
門
學
・
校
尉
戦
記

　
十
月
十
七
日
こ
の
日
天
空
朗
ら
か
に
晴
れ
渡
り
杷

好
の
秋
晴
に
恵
ま
れ
我
々
は
照
り
つ
け
る
筥
夏
炎
天

下
で
肉
を
割
り
骨
を
打
ち
血
の
に
じ
み
出
る
捺
な
練

磨
を
重
ね
た
岩
中
健
児
の
意
気
を
示
す
時
が
来
た
。

第
一
線
に
立
つ
者
と
し
て
若
き
代
表
者
と
し
て
英
名

岩

中
軍
、
一
ト
ラ
イ
で
元
気
百
倍
と
な
る
Ｑ

二
十
五
分
益
々
技
術
さ
え
て
束
・
た
が
敞
も
さ
る
も
の

必
死
の
防
禦
陣
を
し
い
て
之
に
対
抗
す
る
、
一
泡
一

退
そ
の
中
に
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
と
な
る
。

後
半
。

　
中
央
の
ル
ー
ズ
の
球
岩
中
に
出
て
、
鮮
か
に
Ｔ
Ｂ

天
下
に
名
を
な
し
て
居
る
秋
ｍ
鎖
山
専
門
學
校
我
等
　
　
線
を
淵
源
君
、
川
村
君
と
パ
ス
、
川
手
君
稿
走
ゆ
う

は
跨
る
に
足
る
傅
統
と
不
朽
の
功
績
を
有
す
る
岩
中
　
　
く
と
敵
陣
に
入
る
、
ゴ
ー
ル
成
ら
ず
。

チ
ー
ム
。
然
し
今
年
は
必
勝
の
買
力
が
あ
っ
た
我
々

に
と
っ
て
は
良
き
敞
ぞ
と
和
気
全
身
ぱ
満
ち
溢
れ
勇

躍
し
た
。
か
く
し
て
試
合
の
幕
は
岩
中
キ
ッ
ク
オ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
中
８
１
・
ｏ
鎖
専
）

　
敵
驀
泡
し
て
二
十
五
ヤ
ー
ド
附
近
で
混
戦
、
激
戦

訟
衆
の
心
朧
を
・
塞
か
ら
し
む
、
四
面
寂
と
し
て
卑
な

に
て
午
後
で
時
、
坂
本
主
審
吉
ｍ
副
審
の
下
に
晋
専
　
　
し
Ｆ
ｗ
の
密
集
、
終
に
ペ
ナ
ル
テ
キ
ツ
ク
に
依
っ
て

グ
ラ
ン
ド
に
て
行
は
れ
た
。
措
圓
形
の
球
は
青
空
高
　
　
ゴ
ー
ル
或
る
。

く
圓
を
寅
き
て
飛
ん
だ
十
五
分
位
か
ら
鎖
専
の
陣
二

十
五
ヤ
ー
ド
あ
・
た
り
に
て
混
戦
を
績
け
ど
し
く
押

し
て
幾
度
か
ト
ラ
イ
の
桟
會
を
得
た
が
ド
ロ
ツ
ア
キ

田
村
洋
　
島
　
　
ツ
ク
で
か
へ
さ
れ
た
。
再
び
鎖
専
陣
に
押
し
て
ゴ
ー

／
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｊ
’
゛
゛
ｔ

　
　
Ｂ

　
　
Ｈ

１
！
―
タ
ー
ー
ー
ノ

若
相
川
流

Ｃ
－
／
～
、

　
　
お

　
　
　
i
!
‐
‐
‐
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？
ｌ
、
ノ
・
″
’
ｊ

ＦＢ　中

（
岩
中
８

‐
‐
ル
或
る
。
　
　
　
　
　
　
（
岩
中
８

雨
軍
は
こ
ゝ
ぞ
と
凄
い
熱
で
戦
ぶ
。

３
俵
専
）

８
鎖
専
）

田
に
パ
ス
、
演
田
ポ
ス
ト
直
下
に
す
べ
り
込
ん
で
卜

ラ
イ
を
畢
ぐ
、
中
島
君
の
コ
ン
バ
ー
ト
成
る
。

（
岩
中
５

０

ム
の
劉
に
診
杯
は
抱
か
れ
た
、
庶
侵
歌
の
中
で
駒
ケ

嶺
、
佐
々
木
の
雨
主
将
沢
心
提
子
を
交
す
。

雨
軍
の
メ
ｙ
ム
バ
ー

村
野
藤
田
木
藤
花
　
舘
村
野

中
中
工
漓
佐
伊
竹
　
厄
芭
菅

　
　
　
Ｗ

　
　
　
Ｆ

Ｉ池
日
野
藤
内
藤
嶺
　
藤
代
井
　
部
田
林
村
　
田

　
　
　
　
　
　
ケ
　
　
松
　
　
　
　
海

菊
旧
平
谷
堀
工
駒
　
佐
小
酌
　
阿
下
東
川
　
吉

岩
中
軍
屈
ゼ
ず
戦
ふ
、
密
集
の
球
鎖
専
へ
Ｈ
Ｂ
よ

Ｕ
Ｔ
Ｅ
と
パ
ス
さ
れ
・
終
に
右
隅
に
ト
ラ
イ
さ
れ
る
ゴ

ル
前
五
ヤ
ー
ド
浸
に
せ
ま
つ
た
と
き
岩
中
チ
ヤ
ｙ
ス
　
　
二
十
五
分
、
俯
専
の
Ｆ
Ｂ
の
バ
ン
ド
は
岩
中
二
十
五

を
得
、
佐
々
木
君
球
を
拾
ひ
ざ
Ｉ
ル
目
指
し
て
突
泡
　
　
ヤ
ー
ド
の
ラ
イ
ン
ア
ウ
ト
と
な
る
、
其
の
場
の
ル
ー

し
ゴ
ー
ル
直
前
に
、
タ
ッ
ク
ル
さ
れ
ん
と
し
た
隠
滅
　
　
ズ
よ
リ
猛
進
に
猛
進
を
し
Ｈ
Ｂ
よ
り
Ｔ
Ｂ
ヘ
バ
ス
。

　
ゴ
ー
ル
前
五
ヤ
ー
ド
附
近
で
ル
ー
ズ
と
な
る
、
ル

ー
ズ
の
球
岩
中
の
マ
ス
ド
リ
ア
ル
に
依
っ
て
、
ゴ
ー

鎖
専
）
　
　
ル
に
突
泡
、
球
は
サ
ー
ド
ロ
ー
に
依
っ
て
保
た
れ
、
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竹
花
暦
に
依
っ
て
辛
診
り
Ｉ
ト

ン
パ
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ト
或
る
。

両
軍
メ
ン
バ
ー

バ岩
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田
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Ｆ
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Ｊ
戸
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村

前
牛
に
於
て
岩
中
一
ト
ラ
イ
を
あ
げ
３

０
と

リ
ー
ド
す
役
牛
岩
中
ポ
ス
ト
直
下
に
ト
ラ
イ
ゴ
ー
ル

な
る
十
五
分
岩
中
再
び
僥
舘
に
依
っ
て
Ｉ
ト
ラ
イ
を

洋
　
島
　
　
あ
ぐ
。
（
1
1

川
菊
川
瀧

―

＆
.
A

Ｊ

　
　
　
ｒ

ｌ城
木
　
洋

岩
鈴
尹
蔀

中¥
。
１１

１
１
１

１

Ｉ
’
Ｊ

が
’小

　
　
　
　
栴
檀
申
學
對
戦
記

　
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
十
月
十
九
日
北
日
本
に
名
を
な

し
て
居
る
仙
豪
放
匹
自
営
の
。
Ｉ
Ｉ
ホ
ー
ム
に
印
字
の

マ
ー
ク
を
つ
け
た
栴
檀
中
學
ラ
グ
ビ
ー
部
は
秋
田
辿

征
の
帰
途
突
然
来
盛
し
た
此
の
日
天
候
悪
く
非
常
に

寒
か
つ
た
に
も
か
ｉ
は
ら
ず
試
合
は
戸
島
先
生
主
審

阪
塚
太
田
副
審
の
下
に
替
専
ご
フ
ン
ド
に
迎
へ
三
時

五
十
分
極
め
て
緊
張
の
中
に
栴
檀
キ
ツ
ク
オ
フ
に
て

行
は
れ
た
。
然
し
我
々
部
貝
に
と
つ
て
は
数
日
前
の

試
合
に
て
疲
必
し
て
居
つ
た
が
輝
し
き
先
荊
諸
兄
の

殖
さ
れ
・
た
る
偉
業
を
つ
ぎ
て
母
校
の
た
め
に
先
輩
の

必
ず
膠
っ
と
重
き
任
務
を
持
っ
て
戮
っ
た
。

０

Ｗ

綬
過

　
前
半
、
十
分
後
ハ
ー
フ
ラ
イ
ン
右
タ
ッ
チ
附
近
り

タ
イ
ト
ス
ク
ー
フ
ム
の
珪
岩
中
へ
Ｈ
Ｂ
に
・
依
っ
て
Ｔ
Ｂ

を
左
こ
ハ
ス
二
十
五
ヤ
ー
ド
附
近
の
タ
イ
ト
ス
ク
ラ

ム
迄
突
氾
球
は
Ｈ
Ｂ
藤
村
に
其
の
塩
か
ら
飛
び
込
ん

べ

　ー

ト
『
フ
イ
ｏ
ゴ
ー
ル
な
ら
ず
。
（
３

成
る
。
（
８

０

Ｗ

０
）

両
軍
メ
ン
バ
ー

岩中湘.中

村
野
藤
田
木
部
花
　
信
村
野
　
村
山
手
憚
　
島

　
　
　
　
　
　
　
々

中
中
工
演
佐
阿
竹

－
　ｉ盾Ｆ

１
寺
田
田
藤
岡
司
山

野

1
:
蔀
菅
　
川
前
川
瀧
　
巾

Ｑ
‾
’
Ｙ
~
４

　
　
Ｂ

　
　
ｌ

ｊ
１
’
Ｍ
’
―
Ｉ
！
ノ

島

野
端

―

ＴＲ

―

ＢＦ

諸
井
藤
崎
　
葉

栴
　
小
矢
武
工
吉
川
萬
　
釧
今
川
　
加
駒
佐
松
　
千

　
我
等
ラ
グ
ビ
ー
部
は
此
の
戮
を
最
後
と
し
て
墓
を

降
す
の
は
誠
に
残
念
で
あ
る
。

昔
々
は
四
戮
し
て
三
昏
一
敗
と
云
ふ
成
績
を
残
し

た
こ
と
は
云
ふ
に
云
は
れ
ぬ
残
念
さ
で
あ
・
る
。

　
大
‥
々
は
機
白
‥
を
作
れ
ず
し
て
空
し
く
此
處
に
希
望

を
捨
て
る
こ
と
を
莞
殴
な
く
さ
れ
た
。

　
譜
第
ょ
□
五
‥
等
り
跡
を
通
ら
ぬ
枚
注
意
し
、
努
力

に
努
力
を
重
ね
て
、
昏
々
の
志
を
つ
ぎ
て
北
口
本
の

岩
中
ラ
グ
ビ
ー
に
あ
ら
ず
し
て
日
本
の
岩
中
ラ
グ
ビ

一
部
た
ら
ん
こ
と
を
、
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
二
十
五
分
敵
驀
匙
右
ゴ
ー
ル
直
前
の
ス
ク
ラ
ム
と

な
る
。
球
は
栴
檀
に
出
て
左
ゴ
ー
ル
直
前
で
混
戦
岩

中
危
除
と
な
る
然
し
滅
田
に
依
っ
て
グ
ラ
こ
ア
イ
ン

グ
さ
れ
ド
ロ
ヅ
プ
ア
ウ
ト
と
な
り
前
半
経
る
。

後
半
：
：
岩
中
の
先
蹴
で
開
始
。

　
十
五
分
後
、
中
央
ル
ー
ズ
の
球
岩
中
Ｈ
Ｂ
に
て
左

へ
Ｔ
Ｂ
の
川
村
に
バ
ス
川
村
伺
走
カ
ツ
テ
ン
グ
敵
Ｔ

お
徨
を
切
り
技
け
て
ゴ
ー
ル
直
下
に
ト
ラ
イ
ゴ
ー
ル

　
十
八
分
扱
敵
陣
四
十
ャ
ー
ド
附
近
の
ラ
イ
ｙ
ア
ウ

ト
の
球
Ｆ
Ｗ
の
竹
花
に
フ
ラ
イ
ン
グ
ー
竹
花
直
に
Ｈ

恰
に
祭
あ
・
る
冠
を
勝
ち
得
ん
と
躍
り
立
つ
時
は
今
だ
　
　
Ｂ
の
鰐
舘
に
パ
ス
筥
誼
タ
ッ
チ
に
沿
う
て
稿
走
飛
び

込
ん
で
ト
ラ
イ
を
あ
ぐ
ゴ
ー
ル
成
ら
ず
（
Ｕ


	page1
	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1


